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謹・賀・新・年
2022年（令和４年）元旦

　

厚
生
労
働
省
は
、
各
分
野
で
卓
越
し
た
技
能
を
持

ち
、
そ
の
道
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
す
る
技
能
者

を
表
彰
す
る
令
和
３
年
度
の
「
現
代
の
名
工
」
受
賞

者
を
発
表
し
た
（
全
国
で
１
５
０
人
）。
県
内
か
ら
は

建
築
大
工
の
荒
木
泰
司
さ
ん
（
下
関
・
58
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
建
築
大
工
職
種
と
し
て
は
、
平
成
17
年

度
の
海
老
﨑
粂
次
さ
ん
に
つ
い
で
建
設
山
口
か
ら
二

人
目
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

卓越した技能 『現代の名工』

本
物
の
大
工
を
育
て
た
い

▼
皆
さ
ん
、

コ
ロ
ナ
以
前

の
人
間
関
係

は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し

た
か
？

▼
今
で
は
、
仕
事
以
外

で
は
誰
と
も
会
わ
な
く

な
っ
た
し
、
あ
ま
り
人

と
話
す
こ
と
が
な
く

な
っ
た
と
い
う
人
も
多

い
で
し
ょ
う
。

▼
「
学
び
の
場
」
と
い

う
場
面
で
も
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。
ど
こ
か
の

会
場
に
集
ま
っ
て
直
接

習
う
、
そ
ん
な
こ
と
が

主
流
で
し
た
が
、
今
は

ZOOM

な
ど
「
家
」
で

オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
け
る
こ

と
も
多
く
な
り
ま
し
た

し
、
動
画
で
の
受
講
も

増
え
ま
し
た
。
ま
た
、

誰
か
に
習
う
の
で
は
な
く
、

家
で
「
独
学
」
で
学
ぶ

人
も
増
え
て
い
ま
す
。

▼
そ
し
て
未
来
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
か

と
い
う
と
、「
コ
ロ
ナ

と
い
う
苦
境
が
終
わ
り

を
迎
え
る
こ
と
に
よ
り
、

希
望
を
持
て
る
未
来
に

な
る
」
の
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
の
期
間
に
研
ぎ
澄

ま
さ
れ
た
自
分
に
と
っ

て
、
も
う
必
要
の
な
い

価
値
観
は
そ
の
ま
ま

ず
っ
と
継
続
し
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
「
昔
の
生
活
に
戻
る
、

昔
の
価
値
観
に
戻
る
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

こ
の
時
期
を
経
て
、
自

分
が
本
当
に
必
要
だ
と

思
っ
た
人
、
人
間
関
係
、

価
値
観
を
持
っ
て
、
生

き
て
い
く
、
そ
ん
な
こ

と
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
古
来
の
規
矩
術
に
精
通

建
築
大
工
　
荒
木
泰
司
さ
ん
（
下
関
・
58
）

　

日
本
古
来
の
技
術
で
あ

る
「
規
矩
術
」
に
精
通
し
、

県
内
外
で
社
寺
建
築
や
伝

統
的
な
木
造
建
築
な
ど
を

手
掛
け
て
き
た
荒
木
さ
ん

は
受
賞
の
知
ら
せ
を
受
け
、

「
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
今
回
の
受
賞
を

き
っ
か
け
に
こ
れ
ま
で
の

自
分
を
振
り
返
り
、
見
つ

め
直
し
て
み
た
。
こ
こ
に

至
る
ま
で
の
こ
と
を
考
え

て
、
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た

人
、
支
え
て
く
れ
た
人
た

ち
に
感
謝
し
た
い
」
と
喜

び
を
か
み
し
め
る
。

◇
◇
◇　

◇
◇
◇

　

中
学
校
を
卒
業
後
、
父

親
と
同
じ
大
工
の
道
に
進

む
。
当
初
は
気
乗
り
し
な

か
っ
た
が
現
場
で
見
た
仕

事
は
面
白
く
、
い
つ
し
か

大
工
の
仕
事
に
の
め
り
こ

ん
で
い
っ
た
。「
小
さ
い

頃
か
ら
も
の
を
作
る
の
が

好
き
で
夢
中
に
な
っ
た
。

遊
び
に
行
く
よ
り
も
、
道

具
の
手
入
れ
が
楽
し
く
て

仕
方
な
か
っ
た
」
と
語
る
。

　

昭
和
60
年
に
組
合
に
加

入
。
平
成
３
年
、
当
時
の

青
年
部
長
に
誘
わ
れ
建
設

山
口
技
能
競
技
大
会
に
初

め
て
出
場
し
銀
賞
を
受
賞
。

こ
の
と
き
金
賞
を
受
賞
し

た
山
根
学
（
旧
姓
・
村
上
）

さ
ん
は
同
い
年
で
も
あ
り
、

ラ
イ
バ
ル
と
し
て
大
き
な

存
在
と
な
る
。
全
国
大
会

で
あ
る
全
建
総
連
青
年
技

能
競
技
大
会
で
は
３
回
の

銅
賞
（
第
９
、
11
、
12
回
）

を
受
賞
。
山
根
さ
ん
も
銀

賞
（
第
14
回
）、
銅
賞
（
第

９
回
）
を
受
賞
。
お
互
い

切
磋
琢
磨
し
技
術
向
上
に

努
め
た
。
ま
た
、
当
時
の

技
術
対
策
部
長
の
海
田
正

治
さ
ん
と
の
出
会
い
も
大

き
か
っ
た
と
語
る
。

「
山
根
さ
ん
の
技
術
に
驚

き
、
全
国
大
会
で
仲
間
の

作
品
に
驚
き
、
技
術
修
練

へ
の
思
い
を
強
く
し
た
。

海
田
さ
ん
と
は
規
矩
術
に

つ
い
て
色
々
と
話
し
合
い
、

自
分
な
り
に
修
正
を
加
え

て
規
矩
術
の
完
成
に
向
か

う
こ
と
が
で
き
た
」。

◇
◇
◇　

◇
◇
◇

　

職
人
歴
42
年
で
も
っ
と

も
印
象
に
残
っ
て
い
る
仕

事
は
平
成
26
年
に
宇
部
市

の
西
覚
寺
の
山
門
「
等
正

覚
」
の
建
築
に
携
わ
っ
た

こ
と
。
釘
や
金
物
を
使
わ

ず
３
０
０
年
持
た
せ
る
と

い
う
オ
ー
ダ
ー
を
受
け
、

規
矩
術
を
使
い
内
部
の
複

雑
な
構
造
を
設
計
。
11
ヶ

月
を
か
け
完
成
さ
せ
た
。

「
こ
の
期
間
は
、
時
間
を

忘
れ
て
仕
事
を
し
た
。
完

成
し
た
後
、
１
ヶ
月
は
放

心
状
態
で
何
も
手
に
着
か

な
か
っ
た
」
と
当
時
の
達

成
感
を
振
り
返
る
。

　

自
ら
の
経
験
を
も
と
に

技
能
五
輪
出
場
選
手
の
訓

練
指
導
や
建
築
大
工
技
能

検
定
主
席
検
定
員
、
も
の

づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
な
ど

も
務
め
、
後
進
育
成
や
伝

統
技
能
の
継
承
に
も
尽
力

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
か
ら

組
合
内
の
山
口
建
設
高
等

職
業
訓
練
校
の
指
導
員
と

し
て
も
訓
練
生
に
規
矩
術

を
指
導
。　

　

今
の
現
場
は
プ
レ
カ
ッ

ト
が
主
流
と
な
り
、
規
矩

術
な
ど
在
来
工
法
を
知
ら

な
い
大
工
が
増
え
て
い
る

が
、
未
来
を
見
据
え
「
規

矩
術
を
教
わ
り
た
い
と
い

う
若
い
大
工
は
多
い
。
彼

ら
の
意
欲
に
答
え
て
、
い

か
に
き
ち
ん
と
伝
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
か
。
私

自
身
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
し

な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が

多
い
。
そ
し
て
、
ゼ
ロ
か

ら
も
の
を
作
れ
る
本
物
の

大
工
を
育
て
た
い
」。

表彰伝達式（左は村岡知事）

今も現場で技術研鑽を積んでいる
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請 求 書
2023年●月●日

株式会社 全建工務店 ㊞
登録番号 T1234567890123

●●●●様

振込先：●●銀行●●支店
普通口座：0123456
口座名義：カ）ゼンケンコウムテン
※お振込手数料はご負担にてお願いいたします。

ご請求額　金 660,000円
お支払期限　2023年●月●日

品　目 単価（円） 数量 金額（円）
洗浄便座　●●製　型番ZEN-123 200,000 2 400,000
既存便座撤去および洗浄便座取付工事費 40,000 2 80,000
洗面台　●●製　型番SOU-456（WH） 90,000 1 90,000
既存洗面台撤去および新規洗面台取付工事費 30,000 1 30,000

小　計 600,000
消費税（10％） 60,000

合　計 660,000

建設業における「適格請求書」のイメージ

※ 建設業に８％の軽減税率適用の取引はありませんので、軽減税率対象であることを
示す「８％対象０円（内消費税０円）」のような記載は必要ありません。

❶

❷❻

❸

❺
❹

適格請求書の記載事項
〈適格請求書とは下記の記入がある請求書、納品書、

領収書、レシート等の書類をいいます〉

❶ 適格請求書発行事業者の氏名又は名称及び登録番号
❷ 取引を行った年月日
❸  取引に係る資産又は役務の内容（軽減税率対象取引に
ついては軽減税率対象である旨）

❹  税率ごとに合計した取引に係る税抜価格又は税込価
格及び適用税率（10％又は8％）

❺ 税率ごとの消費税額等
❻ 書類の受領者の氏名又は名称

対
面
で
開
催
実
施
さ
れ

る
日
が
早
く
来
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
も
の
で

す
。

　

組
合
の
全
国
規
模
の

会
議
は
ほ
と
ん
ど
オ
ン

ラ
イ
ン
と
な
り
、
内
容

の
浅
い
も
の
に
な
っ
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

組
合
業
務
が
複
雑
化
、

多
様
化
す
る
中
、
将
来

を
考
え
て
シ
ス
テ
ム
改

修
を
進
め
て
い
ま
す
。

長
年
お
世
話
に
な
っ
た

㈲
シ
ス
テ
ム
コ
ム
か
ら

㈱
ア
イ
サ
イ
ト
へ
管
理

会
社
を
移
行
す
る
こ
と

と
な
り
、
シ
ス
テ
ム
改

修
の
学
習
会
・
研
修
会

を
書
記
局
対
象
に
数
回

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
際
情
勢
の
変
化
や

各
国
の
国
益
に
沿
っ
た

考
え
方
が
、
我
々
の
日

常
生
活
に
大
き
く
影
響

し
て
い
ま
す
。
原
油
高

騰
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

波
及
し
、
建
設
資
材
の

値
上
が
り
等
そ
の
ひ
と

つ
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

こ
の
２
年
間
社
会
生
活

が
大
き
く
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
き
て
感
染
が

少
し
収
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
集
会
や
会
議
等
、

安
定
し
た
供
給
を
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

建
設
職
人
の
技
術
、

経
験
の
正
当
な
評
価
を

目
指
し
て
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

（C
C

U
S

）
が
創
設
さ

れ
、
事
業
所
及
び
職
人

さ
ん
の
登
録
が
順
調
に

伸
び
て
き
て
お
り
ま
す
。

特
に
若
い
方
は
将
来
を

考
え
て
登
録
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

公
共
工
事
の
設
計
労

務
単
価
が
徐
々
に
民
間

工
事
の
労
務
単
価
へ
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
、
社

会
全
体
の
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
に
と
も
な
い
、

各
分
野
の
職
人
さ
ん
の

出
番
も
増
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　

健
康
管
理
に
気
を
付

け
、
今
年
一
年
そ
れ
ぞ

れ
の
本
業
に
精
進
さ
れ
、

ま
た
組
合
活
動
・
運
動

に
御
理
解
と
御
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

令和４年申告相談会

支 部 名 日　程 時　間 場　所

阿 　 東 ２ 月 ２ 日(水) 10：00～12：00 支部事務所

岩 　 国 ２ 月 ４ 日(金) 10：00～16：00 支部事務所

宇 　 部 ２ 月 ６ ･12･20･26日  9：30～14：30 支部事務所

萩 ２ 月 ７ 日(月) 10：00～16：00 支部事務所

徳 　 山 ２ 月 ８ 日(火) 10：00～16：00 支部事務所

美 　 祢 ２ 月 ９ 日(水) 10：00～16：00 支部事務所

下 　 松 ２ 月10日(木) 10：00～16：00 中国労金下松支店会議室

下 　 関 ２ 月13日(日) 10：00～12：00 下関市リサイクルプラザ

長 　 門 ２ 月14日(月) 10：00～16：00 支部事務所

光 ２ 月15日(火) 10：00～16：00 支部事務所

山 　 口 ２ 月16日(水) 10：00～16：00 支部事務所

小 野 田 ２ 月17日(木) 10：00～16：00 支部事務所

熊 毛 南 ２ 月18日(金) 10：00～16：00 支部事務所

柳 　 井 ２ 月21日(月) 10：00～16：00 支部事務所

吉 　 南 ２ 月21･22･24･25日 13：00～16：00 支部事務所

防 　 府 ２ 月24日(木) 10：00～16：00 支部事務所

豊 　 浦 ２ 月25日(金) 16：30～20：00 支部事務所

下 　 関 ２ 月27日(日) 10：00～12：00 下関市リサイクルプラザ

※申告相談会に参加希望の方は、お入りの支部へ、開催日の 7 日前までに御連絡ください。
※新型コロナウイルス感染拡大状況によっては中止となる場合があります。

執行委員長

吉村　修

職人の正当な評価へ向けて職人の正当な評価へ向けて
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
相
談
会
の
ご
活
用
を

今
年
も
各
地
域
で
開
催
　

　【
税
金
対
策
部
長
　
近

崎
秀
幸
】
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

も
落
ち
着
き
を
見
せ
て
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
注

意
が
必
要
で
す
。
年
が
明

け
、
確
定
申
告
準
備
の
季 近崎部長

節
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
よ
り
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求

書
保
存
方
式
）
の
登
録
番

号
受
付
が
各
税
務
署
で
始

ま
り
ま
し
た
。
今
ま
で
免

税
業
者
で
あ
っ
た
組
合
員

さ
ん
も
、
課
税
事
業
者
の

選
択
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
、
私
た
ち

の
身
近
に
大
き
な
影
響
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
同
様
、
コ
ロ
ナ
関

係
補
助
金
の
取
り
扱
い
な

ど
の
事
例
も
発
生
し
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
も
12
月
の

勉
強
会
か
ら
１
月
の
確
定

申
告
学
習
会
、
２
月
の
各

支
部
申
告
相
談
会
を
通
じ

組
合
員
さ
ん
へ
よ
り
一
層

の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
に
は

全
建
総
連
新
聞
税
金
特
集

号
や
所
得
計
算
書
（
と
り

ま
と
め
帳
）
の
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は

建
設
業
に
対
応
し
て
お
り
、

わ
か
り
易
い
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

税
対
部
と
し
て
も
、
初

め
て
申
告
を
す
る
組
合
員

さ
ん
へ
の
対
応
に
よ
り
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
勉
強
会
、

相
談
会
の
機
会
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
組
合
さ
ん
の
お

役
に
た
て
る
よ
う
、
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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賃
金
引
き
上
げ
へ

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
推
進
を

一
人
親
方	　
　
　
　

４
５
４
万
円

常
用
・
手
間
請	　
　

		

３
７
７
万
円

　

建
設
山
口
「
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
集
計
結
果
に

よ
る
と
、
令
和
３
年
の
賃
金
実
態
（
全
職
種
平
均
）

は
事
業
主
の
支
払
い
賃
金
が
83
円
増
の
１
万
４
３
８

８
円
、
一
人
親
方
の
受
取
賃
金
が
２
５
９
円
増
の
１

万
６
７
６
２
円
、
常
用
・
手
間
請
で
働
く
人
の
受
取

賃
金
は
、
１
０
５
円
増
の
１
万
２
７
３
２
円
と
な
り

ま
し
た
。
一
人
親
方
と
常
用
・
手
間
請
の
人
の
受
取

賃
金
の
平
均
日
額
は
（
全
職
種
）
は
１
万
５
１
０
１

円
と
な
り
、
昨
年
と
比
較
す
る
と
、
１
７
８
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
枚
数
は
、
１

万
２
３
７
枚
で
、
回
収
率
は
82
・
３
％
。
回
収
枚
数

は
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

賃
上
げ
の
有
無

　

賃
上
げ
の
有
無
で
は
、

常
用
・
手
間
請
の
人
に
つ

い
て
は
上
が
っ
た
と
答
え

た
人
は
７
４
８
人
の
21
％
、

変
わ
ら
な
い
が
78
％
、
下

が
っ
た
と
答
え
た
人
が

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
親
方
に
つ
い
て
は
、

上
が
っ
た
と
答
え
た
人
が

４
％
、
変
わ
ら
な
い
が

89
％
、
下
が
っ
た
と
答
え

た
人
が
７
％
。
事
業
主
に

つ
い
て
は
、
上
げ
た
と
答

え
た
人
が
27
％
で
下
げ
た

１
％
、
72
％
が
す
え
お
い

た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

年
　
　
　
収

　

年
収
（
ボ
ー
ナ
ス
・
手

当
て
等
を
含
め
た
総
額
）

の
全
職
種
平
均
額
は
、
一

人
親
方
が
４
５
４
万
円（
昨

年
４
５
１
万
円
）、
常
用
・

手
間
請
で
働
く
人
が
３
７

７
万
円
（
昨
年
３
７
６
万

円
）
と
い
う
結
果
に
な
り
、

昨
年
か
ら
微
増
で
は
あ
り

ま
す
が
、
増
え
て
い
ま
す
。

　

一
人
親
方
は
３
０
１
万

円
～
４
０
０
万
円
が
全
体

の
24
％
と
な
り
、
常
用
・

手
間
請
も
３
０
１
万
円
～

４
０
０
万
円
が
全
体
の

34
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
日
の
休
み

　

常
用
・
手
間
請
の
人
を

み
る
と
月
１
回
以
上
土
曜

日
が
休
み
に
な
っ
て
い
る

人
は
、
全
体
の
半
数
以
上

の
61
％
、
一
人
親
方
は
全

体
の
44
％
。
土
曜
全
休
と

し
て
い
る
一
人
親
方
は
４

５
７
人
、
常
用
・
手
間
請

は
３
８
３
人
と
な
り
ま
し

た
。建

　
退
　
共

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
に
つ
い
て
は
、
組
合
で

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
事
業
主

１
０
９
人
、
一
人
親
方
５

２
３
人
、
常
用
・
手
間
請

で
働
く
人
６
３
３
人
が
知

ら
な
い
と
答
え
て
お
り
、

引
き
続
き
周
知
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

法
定
福
利
費

　

見
積
書
の
中
に
法
定
福

利
費
を
請
求
し
て
い
る
と

回
答
し
た
事
業
主
は
６
８

４
人
、
請
求
し
て
い
な
い

と
回
答
し
た
方
が
１
２
２

５
人
。
事
業
主
の
36
％
が

単位／円

H30
13,803
15,933
12,564

R 元
14,074
16,224
12,699

R２
14,305
16,503
12,627

R３
14,388
16,762
12,732

法
定
福
利
費
を
請
求
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
親

方
も
健
康
保
険
料
、
国
民

年
金
保
険
料
を
請
求
し
て

い
る
と
回
答
し
た
方
は
１

０
７
１
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
標
準

見
積
書
の
調
査
を
し
て
い

ま
す
が
、
年
々
、
法
定
福

利
費
を
請
求
し
て
い
る
方

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

令和 3 年度

賃金アンケート

９年連続引き上げも
公
共
工
事
の
単
価

　

国
土
交
通
省
は
、
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
（
国

や
自
治
体
が
公
共
工
事
の

86％不変
費
用
を
見
積
も
る
際
に
使

う
一
人
前
の
労
働
者
１
人

当
た
り
の
１
日
・
８
時
間

の
労
務
単
価
）
を
９
年
連

続
し
て
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
場
で
働
く

技
能
労
働
者
に
引
き
上

が
っ
た
賃
金
は
全
国
的
に

渡
っ
て
い
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

建
設
山
口
の
賃
金
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
も
公
共
工

事
に
携
わ
っ
た
方
は
全
体

で
２
４
４
３
人
（
１
日
も

含
む
）
と
な
り
、
全
体
の

24
％
。
そ
の
う
ち
、
現
場

の
賃
金
は
変
わ
ら
ず
と
回

答
し
た
事
業
主
は
、
４
７

６
人
（
88
％
）、一
人
親
方

６
２
０
人
（
88
％
）、
常

用
・
手
間
請
は
８
５
０
人

（
84
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
年
連
続
し
て
公
共
工

事
の
設
計
労
務
単
価
は
引

き
上
が
り
ま
し
た
が
、
現

場
ま
で
は
行
き
渡
っ
て
い

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

山
口
県
は
、
令
和
４

年
１
月
１
日
以
降
に
契

約
す
る
建
設
工
事
か
ら
、

契
約
後
に
法
定
福
利
費

を
内
訳
明
示
し
た
請
負

代
金
内
訳
書
の
提
出
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

明
示
す
る
法
定
福
利

費
は
、「
現
場
労
働
者

に
係
る
社
会
保
険
料
の

事
業
主
負
担
分
」
で
す
。

詳
細
は
、
山
口
県
技
術

管
理
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
御
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

賃
金
引
き
上
げ
に
向
け

た
運
動
を
強
化
す
る
た
め
、

10
月
26
日
、「
建
設
山
口
各

支
部
学
習
会
」
を
山
口
市

の
「
ユ
ウ
ベ
ル
ホ
テ
ル
松

政
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
全
建
総
連

の
小
倉
範
之
・
書
記
次
長

か
ら
「
賃
金
引
き
上
げ
の

運
動
と
建
設
キ
ャ
リ
ア

法定福利費

内訳明示提出に
−山口県公共工事−

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
を
受

け
ま
し
た
。

　

小
倉
書
記
次
長
は
、
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
の
導
入
の
背
景
に
つ

い
て
、「
若
い
世
代
に
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
と
処
遇
の
見
通

し
を
示
す
必
要
性
が
あ
る
」

と
強
調
。

　

ま
た
、「
技
能
と
経
験
に

応
じ
、
給
与
を
引
き
上
げ

る
」「
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
が

生
じ
な
い
よ
う
な
市
場
構

造
へ
の
転
換
を
促
す
」。
こ

の
こ
と
が
、将
来
に
わ
た
っ

て
の
担
い
手
を
確
保
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
訴
え

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
建
設
山
口
の

取
り
組
み
と
し
て
、
小
林

書
記
長
か
ら
、
①
賃
金
実

態
と
標
準
見
積
書
の
活
用

に
つ
い
て
②
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

小
林
書
記
長
は
、
建
設

山
口
の
事
業
計
画
に
基
づ

い
て
、「
各
地
域
で
賃
金
引

き
上
げ
に
向
け
た
機
運
づ

く
り
」「
法
的
福
利
費
を
別

枠
明
示
し
た
標
準
見
積
書

の
積
極
的
な
活
用
等
」
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
参
加
者
は
16

支
部
・
計
56
人
。
建
設
技

能
者
の
処
遇
改
善
を
図
る

に
は
、「
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
推
進
」

も
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

最
後
に
、
賃
金
を
引
き

上
げ
、
建
設
技
能
者
の
処

遇
改
善
に
向
け
、
今
後
も

本
部
と
各
支
部
が
協
力
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
本
部
は
、
令

和
３
年
９
月
１
日
よ
り
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
認
定
登
録
機
関

と
し
て
、
受
付
を
開
始
し

て
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
１
月
11
日
か

ら
は
、
認
定
登
録
機
関
と

し
て
、
外
部
に
も
公
開
し

ま
す
。

　

書
面
申
請
を
希
望
さ
れ

る
組
合
関
係
者
の
方
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
、
本
部
で

手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、

御
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
の
賃

金
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、「
建

設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
の
組

織
内
調
査
を
実
施
。
技
能

者
登
録
の
有
無
で
は
、
事

業
主
・
２
３
１
人
、
一
人

親
方
・
２
１
１
人
、常
用（
雇

用
）・
４
６
５
人
の
計
９
０

７
人
が
技
能
者
登
録
済
と

回
答
し
ま
し
た
。

　

登
録
率
で

み
る
と
、
事

業
主
が
11
％
、

一
人
親
方
が

５
％
、
常
用
（
雇
用
）
が

12
％
と
な
り
、
全
体
で
は

９
％
の
登
録
率
と
な
り
ま

し
た
。

技
能
者
登
録	

９
０
７
人

建設キャリアアップ

組織内調査

認
定
登
録
機
関

１
月
11
日
公
開
へ
キャリア受付

各支部学習会

処
遇
・
改
善
み
ん
な
の
力
で

小倉書記次長

講演に聞き入る参加者
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全建総連ポスター-春

健診を
受けよう

支部 令和３年 11 月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 71 1
岩　国 1,811 18
宇　部 1,700 4
小野田 584 -5
吉　南 1,050 -11
下　松 1,446 43
熊毛南 247 -6
下　関 1,131 -24
徳　山 764 12
豊　浦 196 4
長　門 183 8
萩 188 -2
光 265 0
防　府 1,006 16
美　祢 169 1
山　口 1,219 7
柳　井 479 6

計 12,509人 72

　

建
設
山
口
の
組
織
人
数

は
昨
年
の
11
月
末
現
在
、

左
表
の
と
お
り
、
１
万
２

５
０
9
人
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
か
ら
の
増
減
は
、
実

質
72
人
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
、「
数
は
大
き
な
力
」

と
な
り
、
大
き
く
前
進
し

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

仲
間
を
組
合
に
迎
え
入
れ

ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　　
１
万
２
５
０
９
人　

１
万
２
５
０
９
人　

〈組織拡大〉

13,000人目指す

受
診
率
の
向
上
へ

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
　

　

令
和
３
年
度
の
中
建

国
保
の
健
康
診
査
事
業

は
、
全
て
の
組
合
員
と

20
歳
以
上
の
家
族
被
保

険
者
を
対
象
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

年
齢
に
よ
っ
て
、
特

定
健
診
と
一
般
健
診
に

分
か
れ
ま
す
が
、
健
診

内
容
は
同
じ
で
す
。
健

診
内
容
は
、
①
基
本
健

診
②
胸
部
直
接
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
③
が
ん
検
診

を
セ
ッ
ト
に
し
て
１
万

１
０
０
０
円
ま
で
中
建

国
保
で
費
用
負
担
し
ま

す
。

　

ま
た
、
中
建
国
保
山

口
県
支
部
は
山
口
県
と

特
定
健
診
へ
の
補
助
制

度
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
１
月
末
ま

で
の
実
績
（
受
診
者
数
）

に
応
じ
て
県
か
ら
補
助

が
出
る
も
の
で
す
。
こ

の
制
度
を
活
用
す
る
た

め
に
も
早
め
の
受
診
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

未
受
診
者
に
対
す
る

受
診
勧
奨
は
、
県
下
全

出
張
所
の
日
程
を
案
内

し
て
い
ま
す
。
こ
の
案

内
は
、
希
望
さ
れ
る
受

診
会
場
の
日
程
が
合
わ

な
い
場
合
に
、
受
診
会

場
の
選
択
肢
を
増
や
す

た
め
の
も
の
で
す
。

　

健
診
を
受
け
て
も
、

元
請
等
が
費
用
負
担（
個

人
負
担
な
し
）
の
場
合

は
、
中
建
国
保
か
ら
の

補
助
金
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
健
診
結
果
を
持

参
さ
れ
た
場
合
に
は
ク

オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

る
取
り
組
み
も
継
続
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
目
標
実
施

率
は
、
健
康
診
査
65
％
、

保
健
指
導
22
％
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

健
診
は
自
分
・
そ
し

て
家
族
の
た
め
で
す
。

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
是
非
、
受
診

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

み
ん
な
に
と
っ
て
の

「
仲
間
と
は
」
？

　

仕
事
を
助
け
て
く
れ
る

仲
間
。
苦
楽
を
と
も
に
し

て
く
れ
る
仲
間
。
今
ま
で

の
経
験
を
伝
え
て
く
れ
る

仲
間
。
さ
ま
ざ
ま
な
仲
間

が
い
ま
す
。

　

仲
間
と
の
関
わ
り
は
単

純
な
た
し
算
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
１+

１
は
２
で
は

な
く
、
可
能
性
を
「
無
限

大
」
に
ひ
ろ
げ
て
く
れ
る

大
き
な
存
在
で
す
。

（
全
建
総
連
ポ
ス
タ
ー
よ

り
抜
粋
）

　

９
年
連
続
の
増
勢
と

１
万
３
０
０
０
人
組
織
を

目
指
し
て
意
見
が
現
実
に
、

安
定
し
た
保
障
、
笑
顔
に

な
る
組
合
加
入
に
よ
っ
て

「
お
得
感
」
を
共
有
す
る

仲
間
を
増
や
そ
う
。

職
人
を
守
っ
て
く
れ
る
の

は
建
設
山
口
で
す
。

　

み
ん
な
の
力
で
仲
間
づ

く
り
を
続
け
よ
う
。

幅
広
い
交
流
を

　【
組
織
担
当
執
行
委
員
・

中
村
孝
之
（
畳
工
・
68
）】

建
設
山
口
の
組
織
人
員
は
、

昨
年
３
月
で
実
質
３
２
７

人
増
加
し
組
合
員
数
は

１
万
２
４
３
７
人
と
な
り
、

中
四
国
地
方
で
一
番
大
き

な
組
織
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の

努
力
と
協
力
が
年
間
を
通

じ
て
日
ご
ろ
か
ら
仲
間
を

増
や
す
こ
と
を
意
識
し
て

運
動
を
展
開
し
て
き
た
も

の
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
各
支
部
で
も
地
域

の
特
性
や
行
事
の
機
会
を

活
か
し
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
た
も
の
と
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
関

わ
る
現
場
内
で
行
動
し
、

現
場
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、

そ
の
際
に
組
合
加
入
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
組
織
内
共

済
制
度
も
組
合
員
皆
さ
ま

が
説
明
で
き
れ
ば
建
設
山

口
の
認
知
度
も
今
以
上
に

増
し
て
、
市
町
村
国
保
か

ら
の
新
規
加
入
も
望
め
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
め
ざ
せ
！
１
万
３
０
０

０
人
組
織
」
に
向
か
っ
て
、

中村さん

組織対策部長

内山　秋久

み
ん
な
の
力
で
仲
間
づ
く
り

法人設立の前に
組合へご連絡を

　

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
所
か

ら
新
た
に
法
人
事
業
所

を
設
立
さ
れ
た
際
は
、

今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い

た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
日
か
ら
原
則
14
日

以
内
と
な
り
ま
す
。
短

い
期
間
で
す
の
で
、
御

注
意
く
だ
さ
い
。

　

14
日
を
超
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が
あ

る
方
は
事
前
に
各
支
部

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
人
事
業
所
で

従
業
員
を
新
た
に
雇
う

場
合
も
雇
用
日
か
ら
原

則
14
日
以
内
に
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
元
請
や
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
誤
っ
た
情

報
で
、
半
ば
強
制
的
に

法
人
化
や
協
会
け
ん
ぽ

へ
移
行
さ
れ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

中
建
国
保
加
入
は
、「
適

切
な
社
会
保
険
に
加
入

し
て
い
る
者
」
と
な
り

ま
す
。
元
請
な
ど
か
ら

強
要
さ
れ
た
場
合
に
は
、

本
部
も
し
く
は
、
お
入

り
の
支
部
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

全
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ

て
組
織
拡
大
に
努
め
、
よ

り
人
的
基
盤
の
し
っ
か
り

し
た
組
合
に
な
る
よ
う
に

お
互
い
幅
広
い
交
流
と
団

結
を
持
っ
て
共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
ー
を
構
築

　【
組
織
担
当
執
行
委
員
・

上
田
司
（
配
管
・
25
）】

こ
の
時
期
に
み
ん
な
で
一

致
団
結
し
て
組
織
拡
大
を 上田さん

さ
せ
て
、
み
ん
な
で
今
以

上
の
も
の
を
作
っ
て
い
き
、

ど
こ
の
組
織
に
も
負
け
な

い
よ
う
な
組
織
づ
く
り
を

す
る
た
め
に
も
組
合
員
の

増
加
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
し
っ
か
り
と

構
築
し
て
い
き
、
い
ろ
い

ろ
な
話
し
合
い
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

人

は

城
・

人

は

石

垣

　【
熊
毛
南
・
生
田
真
規

（
大
工
・
34
）】
現
在
、
建

設
山
口
の
組
織
人
員
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

人
は
城
、
人
は
石
垣
な

ど
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
組

織
人
員
が
増
え
る
ほ
ど
組

織
の
活
力
、
覇
気
も
増
し

て
い
き
、
さ
ら
に
大
き
な

組
織
へ
と
歩
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
出
来
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
声
掛
け
な

ど
一
人
一
人
が
で
き
る
こ

と
を
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
重

ね
て
い
た
だ
き
、
今
以
上

に
安
心
し
て
、
楽
し
く
仕

事
が
で
き
る
組
織
へ
と
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

生田さん

数
の
力
を
活
か
し

　【
豊
浦
・
中
川
芳
則
（
大

工
・
72
）】
建
設
山
口
の

組
織
人
数
は
、
最
近
の
８

年
間
は
多
少
の
増
加
状
況 中川さん

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
職
人

の
高
齢
化
に
よ
る
廃
業
が

増
加
の
一
途
を
た
ど
る
中
、

若
者
の
新
規
加
入
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
組
合
員
は
、
大

多
数
が
零
細
事
業
者
で

個
々
の
力
は
な
い
に
等
し

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

組
合
は
数
の
力
を
活
か
し
、

大
き
な
力
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
力
を
な
く
さ

な
い
た
め
に
も
、
組
合
員

の
一
人
一
人
が
各
種
保
険

制
度
を
学
習
し
て
、
組
合

の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
、
一

人
で
も
多
く
の
仲
間
を
迎

え
、
数
の
力
を
維
持
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
持
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

1111
月
末
月
末
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令
和
４
年
度

訓
練
生
を
募
集
中

カンナ削り体験

応
急
修
理
事
業
者
を
募
集

組
合
の
社
会
的
な
役
割

組
合
の
社
会
的
な
役
割

災
害
時
に
迅
速
な
対
応
を

災
害
時
に
迅
速
な
対
応
を

全リ協
説明会及び義務講習A

高
校
生
が
約
１
６
０
人
参
加

道路上の
落下物に起因する

（全建総連リフォーム協会）

　

国
土
交
通
省
は
一
定
の

要
件
を
満
た
す
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
団
体
を

国
が
登
録
・
公
表
す
る
制

度
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
団
体
登
録
制
度
」
を

創
設
し
て
い
ま
す
。

　

全
建
総
連
は
、
こ
の
登

録
制
度
に
大
手
事
業
者
が

対
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
、

組
合
員
を
会
員
と
す
る
全

建
総
連
リ
フ
ォ
ー
ム
協
会

（
全
リ
協
）
を
平
成
27
年

４
月
１
日
に
設
立
。

　

そ
の
後
、
全
リ
協
は
平

成
28
年
７
月
27
日
、
国
土

交
通
省
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
者
団
体
登
録
制
度

に
お
け
る
団
体
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
国
が
公
認
す
る
団

体
会
員
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
で
も
こ
の
取

組
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
、

24
事
業
者
が
全
リ
協
の
正

会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
は
こ
れ

か
ら
拡
大
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
大
手
事
業
者
や
異

業
種
か
ら
の
参
入
も
相
次

い
で
お
り
、
私
た
ち
地
域

の
建
設
事
業
者
も
こ
の
制

度
を
活
用
し
、
消
費
者
か

ら
の
信
頼
を
高
め
る
取
組

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
建
設
山
口
と

し
て
会
員
登
録
に
向
け
た

入
会
募
集
説
明
会
及
び
義

務
講
習
Ａ
を
３
月
６
日

（
日
）
に
開
催
い
た
し
ま

す
。
大
工
・
工
務
店
の
方

に
限
ら
ず
、
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
を
行
っ
て
い
る
組
合

員
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】

 

令
和
４
年
３
月
６
日

 

９
時
30
分
～
12
時

【
場
所
】
建
設
山
口
本
部  

  

会
館
（
山
口
市
維
新
公

園
２

−

１

−
10
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
】

  

お
入
り
の
支
部
、
ま
た

は
建
設
山
口
本
部

消
費
者
か
ら
の

信
頼
を
高
め
よ
う

　

全
木
協
（
一
般
社
団

法
人
全
国
木
造
建
設
事

業
協
会
）
と
全
木
協
山

口
県
協
会
は
、
昨
年
11

月
24
日
、
木
造
応
急
仮

設
住
宅
実
習
訓
練
研
修

会
を
山
口
市
阿
知
須
の

「
道
の
駅
き
ら
ら
あ
じ

す
」
裏
の
県
所
有
地
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
国
の
補
助

事
業
を
活
用
し
た
も
の
で

す
。

　

近
年
頻
発
し
て
い
る
災

害
時
に
お
い
て
迅
速
に
木

造
応
急
仮
設
住
宅
を
建
設

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に

作
成
し
た
図
面
に
基
づ
い

た
実
習
訓
練
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
全
木
協
山

口
県
協
会
で
は
災
害
時
に

お
け
る
木
造
応
急
仮
設
住

宅
建
設
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成
29
年
か
ら
実
習
訓
練

や
施
工
方
法
等
の
研
修
会

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
小
林
専
務
理

事
（
書
記
長
）
が
講
師
を

務
め
て
、
９
坪
タ
イ
プ
住

宅
の
木
杭
設
置
か
ら
土
台

敷
き
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。

　

杭
打
ち
と
位
置
出
し
作

業
は
時
間
が
か
か
る
た
め

事
前
に
用
意
し
、
当
日
は

レ
ベ
ル
出
し
か
ら
杭
頭
切

り
工
事
の
実
習
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
木
杭

基
礎
に
土
台
敷
き
を
し
、

金
物
取
付
工
事
ま
で
を
行

い
ま
し
た
。

　

作
業
工
程
の
中
で
実
際

に
木
造
応
急
仮
設
住
宅
の

建
設
を
想
定
し
、
手
順
を

一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
な
が

ら
、
施
工
上
の
問
題
点
も

理
解
す
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
県
協

会
役
員
と
し
て
吉
村
副
会

長
（
執
行
委
員
長
）
を
は

じ
め
受
講
者
と
し
て
各
支

部
か
ら
20
人
（
建
築
大
工

職
種
）
が
参
加
。
全
体
で

参
加
者
は
33
人
で
し
た
。

主
幹
事
工
務
店
（
株
式
会

社
安
成
工
務
店
）、
行
政
・

関
係
団
体
か
ら
も
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
社
会
的
役
割

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
は

組
合
の
責
務
で
す
。
今
後

も
様
々
な
取
組
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
ま
す

「
大
工
の
魅
力
」を
伝
え
る

　

11
月
２
日
、
建
設
産
業

の
担
い
手
確
保
対
策
の
一

環
と
し
て
、
高
校
生
に
技

術
・
技
能
体
験
や
県
内
企

業
紹
介
等
を
通
し
て
、
建

設
産
業
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
や

ま
ぐ
ち
建
設
産
業
魅
力
発

見
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
の
山
口
南
総
合
セ

ン
タ
ー
に
は
、
県
内
の
５

つ
の
高
校
か
ら
約
１
６
０

人
の
生
徒
が
技
術
・
技
能

体
験
エ
リ
ア
と
建
設
企
業

交
流
エ
リ
ア
に
来
場
。
建

設
山
口
は
、（
一
社
）
山

口
県
住
宅
建
設
協
会
と
し

て
技
術
・
技
能
体
験
エ
リ

ア
に
指
導
員
９
人
で
出
展

し
、「
木
組
み
体
験
」「
カ

ン
ナ
削
り
体
験
」
に
加
え
、

「
仕
口
・
継
ぎ
手
の
展
示
」

も
行
い
、
大
工
職
の
魅
力

を
伝
え
ま
し
た
。

　

中
で
も「
木
組
み
体
験
」

と
「
カ
ン
ナ
削
り
体
験
」

は
人
気
で
多
く
の
生
徒
に

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が

出
来
、
地
元
の
テ
レ
ビ
局

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
取
材

の
合
間
に
体
験
す
る
な
ど

関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　

指
導
員
の
削
っ
た
カ
ン

ナ
屑
の
薄
さ
に
驚
き
の
声

が
上
が
る
な
ど
、
指
導
員

に
と
っ
て
も
充
実
し
た

フ
ェ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
口
建
設
高
等
職
業
訓

練
校
で
は「
木
造
建
築
科
」

の
令
和
４
年
度
の
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。
詳
細

は
所
属
の
支
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
対
象
／
建
設
（
大

工
）
を
職
業
と
し
て
い
る

方
で
技
能
習
得
に
意
欲
の

あ
る
方
。
男
女
は
問
い
ま

せ
ん
。
原
則
と
し
て
、
雇

用
保
険
被
保
険
者
ま
た
は

本
人
が
「
一
人
親
方
等
の

特
別
加
入
」
の
労
災
保
険

加
入
者
。

■
訓
練
期
間
／
２
年
間

■
訓
練
日
程
／
月
４
～
５

回
（
令
和
４
年
度
入
学
生

は
毎
週
水
曜
日
）

■
特
典
／
技
能
照
査
に
合

格
し
た
者
は
２
級
技
能
検

定
（
建
築
大
工
）
の
学
科

試
験
免
除
。
授
業
料
、
教

科
書
、
教
材
無
料
。
交
通

費
の
一
部
、
昼
食
支
給
。

　

近
年
、
各
地
で
自
然
災

害
が
発
生
し
、
人
命
被
害

が
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
山
口
県
内
に
お
い
て

も
想
定
さ
れ
る
被
害
状
況

は
、
熊
本
地
震
を
上
回
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
が
起
こ
っ

た
際
、
建
設
職
人
の
力
は

必
要
不
可
欠
で
す
。
建
設

山
口
は
そ
の
役
割
を
担
う

た
め
、
山
口
県
と
「
被
災

住
宅
の
応
急
修
理
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
、
応

急
修
理
事
業
者
の
登
録
を

進
め
て
い
ま
す
。
組
合
員

の
み
な
さ
ん
の
登
録
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

所
属
の
支
部
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

木杭のレベル出し

木杭基礎上に土台敷き
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とても人懐っこいタロウちゃん

下松支部 若狭千賀子 さん

　

建
設
山
口
は
、
組
合

の
中
に
あ
る
（
一
社
）

山
口
県
住
宅
建
設
協
会

と
し
て
、「
や
ま
ぐ
ち

木
の
家
等
推
進
協
議
会
」

の
事
業
に
協
力
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、

「
木
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

教
室
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
体
験
教
室
の
目

的
は
、
小
学
生
を
対
象

に
住
宅
建
築
材
料
と
し

て
の
木
の
話
や
木
組
み
・

カ
ン
ナ
削
り
体
験
・
丸

太
切
り
体
験
な
ど
を
通

し
て
、
木
材
に
対
す
る

親
し
み
や
木
の
文
化
へ

の
理
解
促
進
を
図
る
こ

と
で
す
。

　

加
え
て
も
の
づ
く
り

の
喜
び
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
将
来
へ
の
後
継

者
育
成
へ
つ
な
げ
る
こ

と
も
取
り
組
む
意
義
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◇
◇
◇　

◇
◇
◇

　

昨
年
11
月
11
日
、
大

道
小
学
校
に
お
い
て
５

年
生
34
人
（
保
護
者
34

人
）
を
対
象
に
「
木
と

の
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
」

を
実
施
。
指
導
員
と
し

て
防
府
支
部
か
ら
曽
我

支
部
長
を
は
じ
め
４
人

小刀で箸作り

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
ス
ク
リ
ー
ン

や
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
木

の
話
、
今
日
使
用
す
る

の
こ
ぎ
り
や
小
刀
の
安

全
な
扱
い
方
を
説
明
。

　

そ
の
後
に
木
組
み
体

験
、
丸
太
切
り
体
験
、
カ

ン
ナ
削
り
体
験
、
箸
作

り
行
い
ま
し
た
。　

　

木
組
み
体
験
で
は
、
実

際
に
木
組
み
の
上
を
児

童
に
渡
ら
せ
て
木
の
丈

夫
さ
を
説
明
。
急
遽
来

場
さ
れ
た
島
田
県
議
会

議
員
に
も
体
験
に
参
加

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

箸
作
り
で
は
、
な
か

な
か
使
う
機
会
の
な
い

小
刀
を
あ
え
て
児
童
に

使
っ
て
も
ら
い
作
製
。
保

護
者
も
一
緒
に
な
っ
て

慣
れ
な
い
道
具
に
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
も
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

登
山
靴

41

久光　義秋（光・大工 71）

茶臼山 〜虎ヶ岳縦走路の想い出茶臼山 〜虎ヶ岳縦走路の想い出
（下松市〜光市）　約6.5km（下松市〜光市）　約6.5km

　

今
回
は
私
の
地
元
の

里
山
歩
き
を
紹
介
し
ま

す
。
近
頃
は
近
場
の
山

が
再
発
見
の
人
気
で
あ

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

県
外
遠
征
が
自
粛
の
影

響
で
近
場
を
登
山
す
る

グ
ル
ー
プ
や
単
独
行
に

出
会
う
。

　

地
元
の
山
は
案
外
登

山
路
の
整
備
が
な
く
、

ヤ
ブ
コ
ギ
が
多
く
山
歩

き
の
対
象
と
な
る
山
が

少
な
い
。

　

平
成
４
年
度
と
記
憶

し
て
い
ま
す
が
、
干
支

の
名
前
が
あ
る
山
に
登

り
た
い
と
い
う
グ
ル
ー

プ
か
ら
「
光
市
最
高
峰

の
虎
ヶ
岳
が
あ
る
が
、

２
～
３
時
間
歩
け
る
縦

走
路
は
あ
る
か
」
と
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
、
光

市
の
一
番
高
い
山
は
砥

石
山
４
１
４
ｍ
と
聞
い

て
い
た
の
で
、
調
べ
て

み
ま
す
と
返
事
を
す
る
。

　

縦
走
路
と
な
る
と
人

気
の
高
い
「
茶
臼
山
～

虎
ヶ
岳
」
な
ら
瀬
戸
内

海
を
望
み
な
が
ら
歩
け

る
の
で
、
最
高
の
尾
根

伝
い
コ
ー
ス
に
な
る
な

と
軽
い
気
持
ち
で
コ
ー

ス
作
り
を
始
め
た
。

　

茶
臼
山
に
は
し
っ
か

り
し
た
道
が
付
い
て
い

た
の
で
、
そ
こ
か
ら
ス

タ
ー
ト
。東
へ
向
け
テ
ー

プ
を
付
け
な
が
ら
鎌
で

藪
刈
り
と
マ
ー
ク
リ
ボ

ン
を
付
け
な
が
ら
尾
根

を
外
さ
な
い
作
業
と
背

丈
以
上
の
藪
に
悪
戦
苦

闘
。
半
日
で
１
㎞
し
か

進
め
な
い
。

　

こ
ん
な
調
子
で
休
み

に
は
藪
刈
り
と
テ
ー
プ

付
け
。
６
日
間
か
け
て

や
っ
と
マ
ー
ク
付
け
が

完
了
。
後
は
山
好
き
連

中
が
テ
ー
プ
伝
い
に
整

備
す
る
じ
ゃ
ろ
う
と
思

い
つ
つ
３
ヶ
月
後
に
歩

い
た
ら
、
綺
麗
に
刈
ら

れ
迷
う
こ
と
な
く
歩
け

る
縦
走
路
に
変
わ
り
つ

つ
あ
っ
た
。

　

34
年
経
っ
た
現
在
は

立
派
な
登
山
道
に
な
り
、

多
く
の
ハ
イ
カ
ー
が
訪

れ
る
縦
走
路
と
し
て
定

着
し
て
い
る
。

　

草
刈
り
や
伐
採
に
付

き
合
っ
て
く
れ
た
妻
や

草
刈
り
整
備
に
汗
し
た

山
好
き
メ
ン
バ
ー
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

里
山
最
高
！

茶臼山山頂

丸太切り体験

慣
れ
な
い
道
具
に
悪
戦
苦
闘

慣
れ
な
い
道
具
に
悪
戦
苦
闘

木
に
対
し
て
親
し
み
を

木
に
対
し
て
親
し
み
を

　保険料は、皆さんが病気や
けがをしたときの医療費や、
償還金・傷病手当金・出産育
児一時金など様々な保険給付
の費用にあてる大切な財源で
す。保険料はみんなで負担す

るものですから、保険料の納
入が遅れる方がいると、中建
国保の財政運営に大きく影響
します。
　また、保険料を滞納される
と、通例定める期日（有効期

限）よりも、前の期日までの
被保険者証（短期被保険者証）
が交付されることがあります。
　保険料はきちんと、決めら
れた日までに納めるようお願
いします。

保険料は
決められた日までに

防府支部

タロウちゃん

　

去
年
の
５
月
に
主
人

が
１
年
以
上
従
事
し
て

い
た
河
川
工
事
の
現
場

か
ら
拾
っ
て
き
ま
し
た
。

連
れ
て
き
た
と
き
は
汚

れ
て
毛
は
パ
サ
パ
サ
、
体

も
や
せ
て
い
て
、「
え
ー

こ
ん
な
猫
飼
う
の
」
っ

て
感
じ
で
し
た
。

　

ど
こ
か
で
飼
わ
れ
て

い
た
の
か
、
洗
っ
て
も

引
っ
掻
く
こ
と
も
暴
れ

る
こ
と
も
な
く
、
お
湯

の
中
で
気
持
ち
よ
さ
そ

う
に
さ
れ
る
が
ま
ま
で

し
た
。
体
を
ド
ラ
イ
ヤ
ー

で
乾
か
し
た
ら
、
ス
ト
ー

ブ
の
前
で
大
の
字
に
寝

て
し
ま
い
び
っ
く
り
。

　

疲
れ
た
の
と
安
心
し

た
の
と
両
方
で
し
ょ
う

か
。
ト
イ
レ
の
し
つ
け

も
出
来
て
い
て
助
か
り

ま
し
た
。

　

次
の
日
、
獣
医
さ
ん

に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
も
ら
い
問
題
な
い
と

の
こ
と
で
安
心
し
ま
し

た
。
年
齢
も
７
～
８
歳

位
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

と
て
も
人
懐
っ
こ
く

て
、
私
に
も
す
ぐ
慣
れ

て
膝
の
上
で
ス
ヤ
ス
ヤ

寝
た
り
、
肩
の
上
に
乗
っ

て
顔
を
こ
す
り
つ
け
て

好
き
好
き
を
し
て
く
れ

ま
す
。

　

毛
並
み
も
よ
く
な
っ

て
顔
つ
き
も
穏
や
か
に

な
り
可
愛
く
な
り
ま
し

た
。

　

は
じ
め
は
ゲ
ー
ジ
の

中
で
寝
て
い
た
の
に
、
今

で
は
主
人
の
そ
ば
で
い

び
き
を
か
い
て
寝
て
い

ま
す
。
上
を
向
い
て
寝

る
の
が
い
い
ら
し
く
、
へ

そ
天
で
寝
ま
す
。
こ
の

寝
姿
に
は
と
て
も
癒
さ

れ
ま
す
。

　

家
の
中
ば
か
り
は
飽

き
る
ら
し
く
、
時
々
リ
ー

ド
を
付
け
て
お
散
歩
に

連
れ
出
し
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
歩
か
ず
、
私
の
肩

の
上
で
す
。
肩
に
両
手

を
置
い
て
外
の
景
色
を

見
る
の
が
お
気
に
入
り

み
た
い
で
す
。

　

近
所
の
方
や
す
れ
違

う
方
に
こ
ん
な
に
抱
っ

こ
の
好
き
な
猫
は
め
ず

ら
し
い
。
猫
を
飼
っ
て

い
る
方
か
ら
は
羨
ま
し

が
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ご

ろ
は
主
人
と
一
緒
に
夕

食
後
、
虫
の
声
を
聞
き

な
が
ら
星
や
月
を
眺
め

て
い
ま
す
。

　

タ
ロ
ウ
が
家
に
来
て

か
ら
は
主
人
と
喧
嘩
す

る
こ
と
が
な
く
な
り
、
タ

ロ
ウ
の
お
か
げ
で
家
の

中
が
明
る
く
な
り
感
謝

で
す
。

　

タ
ロ
ウ
の
い
な
い
生

活
は
考
え
ら
れ
な
く
な

り
、
い
つ
ま
で
も
仲
良

く
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
お
互

い
元
気
で
い
よ
う
ね
。

へそ天でぐっすり

　

国
保
組
合
の
補
助
金
確

保
に
お
け
る
「
現
行
水
準

の
確
保
を
求
め
た
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
」
は
、
全
建
総

連
傘
下
の
全
組
合
員
が
一

斉
に
取
り
組
む
運
動
で
、

夏
と
秋
の
年
２
回
行
わ
れ

ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
を
は

ハ
ガ
キ
要
請
行
動

　
全
支
部
で
目
標
達
成

じ
め
と
す
る
補
助
金
確
保

の
運
動
を
続
け
る
の
は
、

次
の
年
の
国
保
組
合
の
安

定
運
営
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て

私
た
ち
の
国
保
組
合
を

守
っ
て
い
く
こ
と
に
繋
が

り
ま
す
。

　

今
回
、
本
部
に
集
め
ら

れ
た
ハ
ガ
キ
は
２
万
９
２

２
０
枚
に
な
り
、
目
標
と

し
て
い
た
、
全
支
部
で
組

織
人
員
の
２
倍
を
達
成
し

ま
し
た
。

　

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
組
合
員
お
よ
び
家
族
の

皆
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
国
保
組
合
を

守
る
た
め
、
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
に
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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宇部　湯川　由美子
（主婦・64）

今
だ
か
ら

　

出
来
る
こ
と
を

湯川さん

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ
の
順
に
並
べ
変
え

て
く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
日
頃
か
ら
診
て
も
ら
っ

て
い
る
身
近
な
医
師
の

こ
と
。
か
か
り
つ
け
医

と
も
言
う
。

④
果
報
は
○
○
待
て
。

⑥
穀
物
の
実
を
原
料
と
す

る
日
本
の
麺
類
。
年
越

し
に
食
べ
ま
す
。

⑧
火
力
の
弱
い
火
。
と
ろ

火
。

⑩
は
っ
き
り
し
な
い
あ
る

時
を
表
す
言
葉
。

⑪
主
に
子
供
向
け
に
売
っ

て
い
る
安
価
な
菓
子
。

⑫
支
え
る
点
。
○
○
○
・

力
点
・
作
用
点
。

⑬
酒
な
ど
に
酔
う
こ
と
。

酔
っ
た
状
態
。

⑮
人
に
け
が
を
さ
せ
る
と

こ
の
罪
に
な
り
ま
す
。

○
○
○
○
罪
。

⑱
評
判
。
人
気
。
あ
の
人

は
周
り
の
○
○
が
い
い
。

⑲
動
物
が
食
べ
た
り
、
声

を
出
し
た
り
す
る
と
こ

ろ
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

②
金
属
や
宝
石
な
ど
で
作

ら
れ
た
、
指
に
は
め
る

輪
。

③
海
の
波
打
ち
際
。
岩
の

多
い
海
岸
。

⑤
的
を
は
ず
さ
な
い
で
、

確
か
で
あ
る
こ
と
。
真

相
を
突
い
て
い
て
正
確

な
こ
と
。

⑦
他
人
・
他
国
に
与
え
て

損
害
を
つ
ぐ
な
う
こ

と
。

⑧
そ
の
次
の
週
。

⑨
容
姿
の
美
し
い
男
子
。

⑭
人
間
の
体
の
は
た
ら
き

や
病
気
に
つ
い
て
研
究

す
る
学
問
。

⑯
太
陽
が
沈
ん
で
か
ら
次

の
朝
ま
で
の
暗
い
時

間
。

⑰
人
が
大
勢
集
ま
っ
て
売

買
す
る
こ
と
。
そ
の
た

め
の
場
所
。
朝
○
○
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
２
月
９
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
「
や
ま
ぐ
ち

パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
10
人
の
方
に
ク

オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま

す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
306
号
解
答
◇

　

ト
シ
ョ
カ
ン

〈
当
選
者
〉【
宇
部
】
土
井

山
悠
治
【
吉
南
】
河
口
陽

子
・
斉
藤
守
・
重
本
加
代

子
・
中
野
奈
津
代
【
下
松
】

原
田
諒
・
松
村
辰
之
【
山

口
】
原
田
琢
嗣
・
林
伸
欣

【
柳
井
】
塩
田
勝

（
応
募
総
数
34
）

　人生の半分も過ぎ一区切り
かと思います。両親を看取り、
子供も家庭を持ち、やっと自分
の時間を持てるようになりました。
　幸いなことに私の周りには信頼のお
ける明るく楽しい仲間たちがたくさん。
妹と寺社仏閣巡りをしたり家族みんなで
バス旅行。孫は ６ 人全員男ばかり、目の
まわる騒がしさです。　　
　そして、なんといっても主婦の会の仲
間たち。仲の良さはピカイチでたぶん県
内一と自負しています。一緒に出掛けれ
ばおしゃべりに花が咲き大爆笑。
　こんな楽しい時間が持てるのも第一に
健康であること。年に一度の健康診断は
必ず夫婦で受けています。旅行にはもち

ろん中建国保の保養施設を利
用しています。

　現在は主婦の会会長をしていま
す。何も分からずに主婦の会に入り

ましたが、前役員に助けられ、楽しく
勉強もしながら会を運営しています。組
合に関わることで多くの組合員さんに知
り合えてほんとに良かったと思います。
皆さんも主婦の会から声がかかったら気
軽に参加してみてください。新しい発見
がきっとありますから。
　今だから出来ること。私だから出来る
こと。母の口癖だった「人の為に役に立
てんようになったら生きてる意味がな
い」を忘れずになにごとも一所懸命を心
掛けようと思います。

作・斉藤達夫

年末・年始
　　川柳風に

年
に
一度

「
年
賀
状
」だ
け
の

お
つ
き
あ
い

コ
ロ
ナ
禍
で

自
し
ゅ
く
ム
ー
ド
の

「
初
詣
」

と
も
か
く
も

我
が
家
は

や
は
り

「
寝
正
月
」

今
年
も

ヨ
ロ
シ
ク

お
願
い
し
ま
す

サ
ボ
っ
て
た

普
段
の
ツ
ケ
の

「
大
掃
除
」・
・

「
年
越
し
の

  

そ
ば
」
は

  

イ
ン
ス
タ
ン
ト
の

  

カ
ッ
プ
め
ん

顔
ぶ
れ
や

曲
も
知
ら
な
い

人
だ
ら
け

「
紅
白
歌
合
戦
」

真
夜
中
に

う
る
さ
い
と

苦
情
の
入
る

「
除
夜
の
鐘
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

「
ア
ジ
ア
の
熱
帯
雨
林
ゾ
ー
ン
」

　【
徳
山
・
井
町
健
一
（
大

工
・
47
）】
大
規
模
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
が
進
む

周
南
市
の
徳
山
動
物
園
で

は
第
５
弾
と
な
る
「
ア
ジ

ア
の
熱
帯
雨
林
ゾ
ー
ン
」

が
11
月
23
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。

　

ア
ジ
ア
の
熱
帯
雨
林

ゾ
ー
ン
で
は
ス
リ
ラ
ン
カ

ゾ
ウ
、
マ
レ
ー
グ
マ
、
コ

ツ
メ
カ
ワ
ウ
ソ
な
ど
熱
帯

雨
林
に
生
息
す
る
動
物
を

観
察
で
き
る
。

　

中
で
も
ひ
と
き
わ
訪
れ

た
人
の
注
目
を
集
め
た
の

が
マ
レ
ー
グ
マ
の
マ
ー
ヤ

が
住
む
マ
レ
ー
グ
マ
舎

だ
っ
た
。
空
中
の
渡
り
廊

下
が
あ
る
の
で
下
か
ら
も

観
察
で
き
る
よ
う
に
設
計

さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
２
頭
の
ス
リ

ラ
ン
カ
ゾ
ウ
が
住
む
ゾ
ウ

舎
も
深
さ
１・６
メ
ー
ト
ル

の
プ
ー
ル
を
新
設
す
る
な

ど
過
ご
し
や
す
い
環
境
に

な
っ
て
い
る
。夏
に
は
プ
ー

ル
で
豪
快
に
水
浴
び
を
す

る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
熱
帯
雨
林
と
い

え
ば
、
は
虫
類
。
熱
帯
い

き
も
の
館
「
太
陽
と
水
の

森
」
で
は
ヘ
ビ
や
カ
エ
ル
、

カ
メ
レ
オ
ン
な
ど
様
々
な
、

は
虫
類
が
暮
ら
し
て
い
る
。

進
化
し
て
い
る
徳
山
動
物

園
へ
是
非
お
越
し
く
だ
さ

い
。

A

B

F

E

D

C

1

8

12

18

2

9

11

15

3

6

16

7

10

13

4

14

19

5

17

　

空中渡り廊下でつながったマレーグマ舎

『周南市徳山動物園』
所在地：周南市大字徳山 5846
ＴＥＬ：0834-22-8640
詳細についてはHPをご覧ください

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ
ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してください。
投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中
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原田教宣部長（鉄筋工・44）

「変化への対応力」

岩国・宮本 豊久（土木・54）

「不撓不屈」

小野田・村田 克哉（造園・36）

「仕事を取りすぎない」

阿東・折口 大介（内装・44）

「健康第一」

宇部・久保山 良子（主婦・44）

「主婦の会デビュー楽しみです」

吉南・宮路 友晴（配管・39）
「『脱』青空駐車　ガレージを建て
る‼（トイレ付きで）」

下関・荒木 泰司（大工・58）

「仕事も遊びも、無事故・無違反」

下松・松村 和幸（とび・35）
　「安全第一
　　　現場の無事故・無災害」

熊毛南・橋本 拓明（サッシ・48）

「心機一転」

徳山・藤本 　賢（設計・52）
　「ゴルフで
　　ベストスコアを目指します」

萩・岡村 則彦（電工・45）

「仕事も遊びも全力で頑張る！」

豊浦・竹田 義男（電工・44）
「この子のためにも
　事故なし、怪我なし、病気なし」

長門・村田 　淳（大工・30）

「仕事も趣味も全力で！」

光・河内 信宏（大工・36）

「今年こそ、新居で一家団欒」

美祢・瀧口 好雄（大工・70）

「健康第一」

柳井・白坂 雅実（屋根工・34）

「安全第一」

防府・馬越　直二郎（電工・50）

「何事にも一生懸命」

山口・山根 　徹（大工・33）

「家族優先！」

　組合員さんから今年の抱負
を届けてもらいました。
　令和4年は“みなさんの飛躍”
の年となりますように。

『新年『新年のの抱負』抱負』


